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[山本] これから 30分は、三重県のこれま

でということをテーマに、10年間をふりか

えりたいと思っています。この 10年をすべ

てを体験していらっしゃった出丸さんに自己

紹介をお願いします。 

 

[出丸] 私は 1997年に、三重県のＮＰＯ推

進監という肩書きで、三重県のＮＰＯ施策を

担当することになりました。最初の 97 年は、

森西さんと私の二人きりで三重県のＮＰＯ施

策を進めるということになりました。当時は、

ＮＰＯが世の中に知られている時代ではあり

ませんでした。私も、新聞でたまに見て、Ｎ

ＰＯというのがこのごろはあるんだなという

くらいの認識で担当になりました。ＮＰＯ担

当ができたことは、新聞で報道され、毎日、

活動されている方が尋ねて来てくれて、いろ

んな話しをしてくれるという時が、1年続き

ました。翌年がＮＰＯ法が出来た年です。そ

ういう時に私はＮＰＯ担当をさせていただい

たわけです。2004年度をもって同じ職を定

年退職し、先日、みえＮＰＯセンターという

中間支援組織を立ち上げたところです。 

 

[山本] 資料の年表をご覧いただきながら、

振り返ってみたいと思います。 

1997年に動きが始まっていますが、最初

に、ＮＰＯにどういうイメージを持ってい

らっしゃいましたか。 

 

[出丸] どうもボランティアとは違うらしい。

世の中にうまれたしくみのひとつであると新

聞で見て思っていました。新しいしくみが世

の中に生まれつつあるという感じでした。 

 

[山本] 98年に市民活動センター運営委員会

というものができて、それ以降色んな事業が

ありますが、この 10年間で一番、印象に残

っているのは何でしょう？ 

 

[出丸] センター開設準備会とみえＮＰＯ研

究会のふたつです。 

センター開設準備会は、市民活動センタ

ーを作るにあたって、どういうセンターを

作ればいいのか、そこを利用したいと思っ

ている人に、どういうものが必要か聞いて

みようと立ち上げました。 

みえＮＰＯ研究会というのは、ＮＰＯ法

が施行されるにあたって県は施行条例をつ

くらなければならなくなりました。各県で

は簡単に手続き条例を作っていましたが、

三重県ではみんなで一緒にＮＰＯとは何か

を学びながら条例を作るということをしよ

うじゃないかと始まりました。 

 

[山本] 職員は二人しかいなかったわけです

よね？ 

 

[出丸] 1997年の活動を通して、二人だけ

では県内全域をフォローできないことがわ

かってきました。三重県内で活動されている

方々と向き合うためにはもっとたくさんの職

員がいるということで、1998年には各県民

局にＮＰＯ担当が配置され、ＮＰＯ室という

組織ができて 5人の職員が配置されました。

そうした中で動き出したということです。 

 

[山本] 職員が配置されるだけではできない
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と思いますが、準備会に参加していただく人

はどうやって探したのですか。 

 

[出丸] 1年間お話しをさせていただいたこ

とで、誰がどこでどのような活動しているの

かある程度わかるようになっていました。そ

の延長線上で、センター開設準備会を作るの

で意見を出していただきたい、是非お集まり

いただきたい、とお願いして自由に来てもら

ったのが実行委員です。 

 

[山本] すでに地域で活動されていた方々で

すね。 

 

[出丸] 声をかけて集まってくださった方が

委員です。 

 

[山本] 何人くらいですか。 

 

[出丸] 20人から 30人です。 

 

[山本] 今日の参加者の中にもその当時の方

いらっしゃいますか。 

 

[出丸] いらっしゃいますね。 

 

[山本] 97年に仲間を見つけて、98年、99

年に開設準備会、研究会をつくってこられた

と。 

 

[出丸] 研究会の場合は委員として委嘱させ

ていただきました。当時、県庁内で、条例を

みんなで検討する場ということをわかってい

る人は少なかったと思います。実は、こうい

うことをするんですと、きっちり説明したら

決裁をもらえないと思い、条例を検討すると

だけ書いて書類をまわしたらぽんと決裁が降

りてきました。委員には、県議会各派からも

来ていただきました。これは議会対策で条例

を認めていただきたかったからです。また、

市民活動団体の各分野の方、行政、企業の方

にも入ってもらうというように目配りはして

きました。 

 

[山本] 当時有名な知事がいらっしゃったが、

知事はどういう人でしたか？ 

 

[出丸] どういう人といえば皆さんよくご存

知ですが、ＮＰＯ施策を推進するに当たって

100％の応援をしてくれました。しやすいよ

うにするには、私はどうすればいいかと言っ

てくれる人で、それを進めるのに何をどうす

ればよいか考えてくれました。そういう点で

はとても恵まれていたと思っています。 

 

[山本] 10年振り返ってのトピックはありま

すか。 

 

[出丸] やはりセンター準備会とＮＰＯ研究

会が、何事においても基礎であり、スタート

に なっています。意見をまとめるやり方に

おいても、市民の方々に絶大な力を貰えたと

いうことについても、これがスタートになっ

たと思っています。その次に時間を経て考え

るなら、2001年に市民活動センターをこち

らに移転したことです。活動も一段と楽なと

ころでできるようになり、たくさんの方に、

また、違った方にも参加してもらえるように



＜オープニング＞ 

  
- 4 - 

なりました。 

  

[山本] 基本は 10年前の立ち上げと変わら

ぬ気持ちでいるということですね。では、10

年前と変わったと思うことは何ですか。 

 

[出丸] ＮＰＯ室の果たす役割が大きく変わ

ったと思うんで

す。設置された

時、優秀な人材

に恵まれて、県

民局の担当もど

こに出しても恥

ずかしくない人

たちで、成果に

拍車をかけたと

思っています。

今は、県内で活動している人が、ＮＰＯ室に

熱い視線を注がなくなっているんじゃないか

と思います。それは、民間の側に十分に、気

持ちも情報も社会の資源も取れるような時代

になってきたのだと感じます。 

 

[山本] ＮＰＯが自立できるようになってき

ている。 

 

[出丸] そう言われるとそうですねとは言い

にくいですが、取る努力をすればいくらでも

取れるようになってきた。行政の役割は、前

ほどエネルギーを注がなくてもＮＰＯの力を

受け止められるようになっているのではない

でしょうか。 

 

[山本] ＮＰＯと行政の関係というのは、今

日、まさに第 2分科会でさらに議論を深めて

いただきたいと思います。 

  

[山本] この 10年間で三重県のＮＰＯの推

移というものが色んな数値が出ています。団

体数であったり収入規模を見てどうですか。 

 

[出丸] 私は感無量です。平成 11年を見る

と 2億 2千万の収入規模は、9年経って平成

18年には約 50億に達しているということで

す。ＮＰＯ施策を始めたころに、よくアメリ

カ経済の中において、ＮＰＯが稼ぎ出すお金

は何％で、雇用は何％あると聞かされたもの

ですが、三重県でも 50億をＮＰＯが稼ぎだ

す時代になっているという数字です。全体の

どれくらいの割合を占めるのかわかりません

が、この数字だけ見ても感慨深いものがあり

ます。数字だけで惑わされてはいけないので、

中身は吟味しないといけないと思っています

が、団体数においては 500に近づいていま

す。ＮＰＯ法人の数は意味がないと言いなが

ら、かつてＮＰＯ施策を積極的に推進したこ

ともあって、人口 10万人あたりのＮＰＯ法

人の数は、上位 5位以内にずっと入っていま

した。それ以後、他の県が追いついてきて、

今はこういう状態ですが、私たちの身の回り

にたくさんのＮＰＯがあるということは感慨

深いものがあります。 

 

[山本] 10年を振り返ってお話しを伺いま

した。 

  

[山本] 最後にこ

れからのことに

ついて、コメン

トをいただきた

いと思います。

これからの 11年

目、12年目ＮＰ

Ｏはどんな視点

をもっていって

ほしいと思って
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いらっしゃいますか。出丸さんの個人の思い

をご紹介いただければと思います。 

 

[出丸] みえＮＰＯセンターを立ち上げまし

たが、なぜ立ち上げたかというと、3ページ

のグラフを見ていただくと、三重県内の各市

町のほとんどにＮＰＯ法人があります。法人

格を持っていない団体はもっとあると思いま

す。でもそれは点でしかないんですね。それ

ぞれの地域で、それぞれの人たちが、それぞ

れの分野で活動していますが、それでいいの

かという気持ちが、日夜、強くなっています。

それを点とするなら、ＮＰＯの活動を面とし

て捉えて、

分野を超え

て面として

の力を世の

中に知らし

めることが

できないか

という気持ちです。三重県において足りない

のは、ＮＰＯの力を一つにまとめるところが

ないということだと、ＮＰＯ室を離れて強く

感じておりました。行政ができることには限

りがありますが、民間の人たちが集まって自

分たちの声をあげていこう、社会に力として

出していこう、行政と渡り合うとき、企業の

人と手を組むとき、そういう時のために力に

なりたいと思い、みえＮＰＯセンターを立ち

上げ、メンバーに加わっています。三重県の

ＮＰＯはもう少し面としての力をためるとき

ではないかと思います。 

 

[山本] これまでの 10年間をみなさんと一

緒に振り返るというところで、出丸さんにお

話しを伺いました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


